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 いそがわ ゆか（五十川 有香） 連絡先 

 吹田市役所：〒564-0880 吹田市泉町1-3-40 TEL 6384-1231（代表）FAX 6337-6925 

 事 務 所 ：〒565-0831 吹田市五月が丘東9-12-102 TEL 4864-2874 FAX 6878-1452 

         Eメール:510yuka.suita@gmail.com  URL：http://isoyuka.net 

吹田市議会ホームページで「9月定例会本会議」の録画放映がご覧いただけます。 

http://www.discussvision.net/suitasi/index.htmlもしくは、『吹田市議会』 で検索。 

 １００%無党派・市民派の会派の『吹田いきいき市民ネットワーク』は、２０年前（1995

年）、“市 民 目 線 で 活 動 す る 議 員 を 議 会 へ 送 り 出 し 市 政 に 参 画 し よ う” 

そんな市民の思いから生まれました。『見える政治、わかる政治』をモットーに 

議会活動を行い、その結果を「議会だより」で発信してきました。 

 議員報酬や政務活動費の使い道はすべてオープンにし、クリーンな政治を 

20年間続けています。“市民力”そして“広がるネットワーク”が『吹田いきいき市民ネ

ットワーク』の活動の源です。今期より「中本みちこ」に代わり、「いそがわゆか」が、

市議会内の一人会派として活動しています。これからも市民パワーとともに、笑顔あ

ふれる未来にむけ、市政に変革を起こしていきます！ 

 今議会についての一般会計補正予算において、「留

守家庭児童育成室を民間委託する事業者を決めるため

の補正予算について」がおもな争点となりました。 

この事業は、平成27年4月に施行された「子ども・

子育て支援事業計画」において、子どもの健全育成の

充実に向けて「開所時間を延長するとともに、小学校

6年生まで受け入れ対象学年の拡大を行う」というこ

とが掲げられ、民間活力の活用を検討するとされてい

ました。その計画には、いつから委託開始という時期

は特に明記されていませんでした。 

 今年8月の政策会議において、突然
 

、来年（平成

28年）4月より民間委託を始めるという施策を打

ち、本会議において、補正予算を提案されました。 

 福祉環境常任委員会においての

審議では、「半年後に民間委託と

は、丁寧な引継ぎや保護者への十

分な説明ができるとは考えられな

い。また民間委託された後の運営についても十分議論

されていない状態で進めるのはあまりにも拙速ではな

いか」「主な理由の指導員の確保不足については、指

導員の現状を改善する必要があるのではないか」等、

委員より厳しく質疑および意見がなされました。その

結果、学童保育の今後の在り方、指導員の質の確保を

目的とした、「保育水準の維持についての検証体制を

整えること」を附帯決議※１とし、可決となりました。 

 “いそがわ”は、「今回のような拙速なスケジュー

ルとなった原因を十分に反省し、その中で、必要とさ

れている指導員の質の確保の担保と同時に、保護者の

意見や有識者の意見も取り入れ、本市の子どもにとっ

て最適な学童保育のあるべき姿をつくっていくよう努

力すべきである。今後、具体的で頻度の高い報告をす

る責任や義務を、そして、民間委託をしたとしても、

最終責任は市にあることを十分に認識し、真摯に対応

していくのであれば」と意見を述べ、附帯決議の条件

の下で、賛成しました。 

【9月議会】留守家庭児童育成室の民間委託：質の確保を！】 

※1 附帯決議…その施行について意見・希望を表わすもの。法的な拘束力をもつものではないが、市

はこれを尊重することが求められる。 



 ２ 

 

公立保育所の民営化については、前市政の平成23年11月にコスト削減目的により打ち出されてから

も多くの保護者からの反対意見・不安の声がありました。平成26年3月の常任委員会の質疑・意見等に

より、いったん撤回された経緯もありましたが、平成27年3月に民営化に向けた予算が提案・可決されま

した。後藤市長は就任時、「維新政治で行われていたものは、一から見直す」と言い、民営化該当の園

の保護者にもそのように伝えていたようです。そして、今年8月の政策決定で、「公立保育所民営化につ

いては待機児童対策と子育て施策の充実に向けて必要である。しかし、保護者に丁寧な説明を行う必

要があり、予定より1年引き延ばす」と判断されました。果たして、どのように説明を尽くすのでしょうか。 

 理念と現状の矛盾ばかりで、また、障がいの方に

対しての配慮は行き届いておらず、平

等とは決していえない実施運用である

ため、改善を強く訴えました！ 



３ 

 

 平成25年４月に「施設使用料に係る減免基準の統一化」が実施されましたが、平成 27年 

3月議会においては、「公共施設使用料５割減額措置の再構築」の請願が賛成多数で可決
されています。また、市長の施政方針にも施設使用料の設定見直しや減免制度の検討を行
うと述べられており、前回7月議会での他の議員の質問に対して担当部は、「減免制度につ
い ては、他市の事例を 調査、研究し、施設の利用促進と 受益と 負担の公平性を 確保とい う
二つの観点の整合を図りつつ、必要な検討を進めてまいりたい」というものでした。  

しかし、担当部に確認すると「減免制度について具体的な方法の検討等はまだ行っていない
       

。」
とのことでした。減 免基 準の統一 化の目的 は、公平 性の確保と さ れ てい る。つまり、現在 の
基 準で は、公平 性が図 れてお らず 是正すべ き状 態で あり、そのこと を 市 も 十分に認 識し て
いるといえる。しかし、いっこうに進まない現状は問題であると考え、質問しました。  

【答弁(総務部)】 

 また、今議会では「公立保育所民営化選定委員会

開催内容の慎重な検討を求める請願」が提出されま

したが賛成少数（11：24）により否決されました。 

 民間委託を進めようとしている他市の事例で受け

入れ事業が見つからないという実態もある。どこまで

検証したのか。計画通りにならない場合の担保も必

要であるのでは。指導員の現状の改善を！ 



 ４  

○：賛成 ×：反対 退：棄権  

《会計報告（2015年8月～10月）》 

一般会計補正予算やマイナンバーカードの再発行手数料に関する条例が審議されました。議論の結果、一般

会計補正予算については、福祉環境常任委員会にて附帯決議を行い、可決されました。また、「ガンバ大阪のさ

らなるホームタウン活動を推進する意見書」は全会派一致となりました。 

 以下は、賛否の分かれた条例議案・意見書(抜粋）です。各会派の意見や討論内容は録画放映または議事録

（後日、吹田市議会ホームページに掲載）をご覧ください。 

   １ ２ ３ ４ ５ 

山根  健人 × ○ ○ ○ ○ 

日
本
共
産
党 

倉沢 恵 × ○ ○ ○ ○ 

竹村  博之 × ○ ○ ○ ○ 

塩見みゆき × ○ ○ ○ ○ 

柿原  真生 × ○ ○ ○ ○ 

玉井美樹子 × ○ ○ ○ ○ 

上垣  優子 × ○ ○ ○ ○ 

大
阪
維
新
の
会  

 

井口 直美  ○ ○ × × × 

橋本 潤  ○ ○ × × × 

斎藤 晃  ○ ○ × × × 

榎内 智  ○ ○ × × × 

松谷 晴彦 ○ ○ × × × 

    １ ２ ３ ４ ５ 

浜川  剛 ○ ○ ○ × × 

公
明
党 

矢野伸一郎 ○ ○ ○ × × 

井上真佐美 ○ ○ ○ × × 

野田  泰弘 ○ ○ ○ × × 

吉瀬  武司 ○ ○ ○ × × 

小北  一美 ○ ○ ○ × × 

坂口  妙子 ○ ○ ○ × × 

自
由
民
主
党
絆
の
会 

 

 泉井 智弘 ○ ○ ○ × × 

澤田 直己  ○ ○ ○ × × 

白石 透 ○ ○ ○ × × 

里野 善徳 ○ ○ ○ × × 

藤木  栄亮 ○ ○ ○ × × 

奥谷  正実 議長   

  １ ２ ３ ４ ５ 

五十川有香 ○ ○ ○ ○ ○ 

池渕佐知子 × ○ ○ ○ ○ 

梶川 文代 ○ 退 ○ ○ ○ 

生野 秀昭 ○ ○ ○ × ○ 

馬場慶次郎 ○ ○ × ○ ○ 

吹田新選会  

石川 勝 ○ ○ ○ × ○ 

後藤 恭平 ○ ○ ○ × ○ 

足立 将一 ○ ○ ○ × ○ 

川本 均 ○ ○ ○ ○ ○ 

吹田翔の会   澤田 雅之 ○ ○ ○ ○ ○ 

山本 力 ○ ○ ○ ○ ○ 

 （円） ８月 ９月 １０月 

収  

入   

報酬 650,000 650,000 650,000 

期末手当 0 0 0 

合 計 650,000 650,000 650,000 

事務所活動費内訳  （円） 

8月-10月合計 686,745 

収
入 

繰越金 27,677 

合計 714,422 

支  

出   

事務所家賃等 256,800 

水光熱費 19,763 

通信費 41,784 

印刷費 186,985 

活動費 20,600 

交通費 57,670 

事務雑費 37,574 

人件費 73,000 

合  計 694,176 

繰越金 20,246 

 （円） ８月 ９月 １０月 

所得税 65,290 65,290 65,290 

支

出   

住民税 17,600 17,600 17,600 

国民年金 15,590 15,590 15,590 

共済保険 25,105 25,105 25,105 

互助会会費 6,500 6,500 6,500 

会費 600 1,800 600 

生活費 290,000 290,000 290,000 

事務所活動費 229,315 228,115 229,315 

 合  計 650,000 650,000 650,000 

１：吹田市手数料条例の一部（マイナンバーカード）を改正する条例 賛成２７：反対８ ：退席０ 可決 

２：平成27年度吹田市一般会計補正予算（附帯決議） 賛成３４：反対０ ：退席１ 可決 

３：地方創生にかかる新型交付金等の財源確保を求める意見書 賛成２９：反対６ ：退席０ 可決  

４：安全保障関連法案の強行採決に抗議し、同法の廃案を求める意見書 賛成１４：反対２１：退席０否決 

５：子どもの乳幼児医療費制度の拡充を推進する意見書 賛成１８：反対１７：退席０ 可決 

<12月定例会の日程予定> 

12月4日 提案説明 

12月11日～16日 一般質問 

12月17日・18日 常任委員会 

12月24日 討論・採決 




